
他館新作情報　２０２１年４月
NO. タイトル 著者名 出版社 出版年 時間

小説以外

1 ＡＩの壁　人間の知性を問いなおす 養老孟司著 ＰＨＰ研究所 2020 6時間12分

2 物語の海を泳いで 角田光代著 小学館 2020 10時間35分

3 なぜ日本のジャーナリズムは崩壊したのか 望月衣塑子，佐高信著 講談社 2020 4時間12分

4 政治家の覚悟 菅義偉著 文藝春秋 2020 6時間53分

5 ９９％の人が気づいていないお金の正体 堀江貴文著 宝島社 2020 4時間1分

6 きものが着たい 群ようこ著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 5時間38分

7 水のように 浪花千栄子著 朝日新聞出版 2020 5時間49分

8 見えないスポーツ図鑑 伊藤　亜紗著 晶文社 2020 7時間32分

貧しい家に生まれ、過酷な日々の中で夢中になったもの、それが芝居の世界だった…。映画やテレビドラマなどで活躍した女優が、その半生
を綴った自伝。

おなじみの野球やサッカーから卓球、フェンシングまで、「１００円ショップ」があれば競技の楽しさを誰でも体験できる。障害者の方々にスポー
ツの臨場感をどう伝えるか、から始まった研究会は思わぬ方向に転じ、「人力ＶＲ」開発に挑むことに……。抱腹絶倒＆試行錯誤の研究ドキュ
メンタリー。

「自分好み」が一番大事。きものは、その人なりに着ればいい－。きものを日常着として着こなす著者による、きものを自由に楽しむための初
心者応援エッセイ。巻末に実用品ガイドも掲載する。

ＡＩと人間の知性の違いはどこにあるのか。解剖学者・養老孟司がＡＩの限界と日本の未来を、棋士・羽生善治、経済学者・井上智洋ら４人の叡
智と語り合う。

角田光代の本をめぐるエッセイ集。少女時代に読んだ本から、漫画、小説、エッセイ、ノンフィクションまで、心に残るあの本この本を熱烈に紹
介する。著者の多彩な読書遍歴を存分に味わえる、とびきりの読書案内。

日本の支配層の暗部を間近で見ながら、なぜメディアは報じようとしないのか。新聞記者と評論家が、この国の「中枢」を蝕む病根に迫る対談
集。

第９９代内閣総理大臣に就任した菅義偉の原点とは何か。覚悟を持って「国民のために働く内閣」を作り上げると明言した政治家・菅義偉の信
念を伝える。『文藝春秋』掲載の官房長官時代のインタビューも収録。

どうしたら、お金に縛られずに生きられるのか。どうしたら、物事の本質を見抜けるようになるのか。税金、投資、仮想通貨、サブスク、年金制
度など３２のテーマで、新時代の「稼ぎ方」「生き方」を語る。



9 ベージュ 谷川俊太郎著 新潮社 2020 1時間11分

10 ８８歳の自由 曽野綾子著 興陽館 2020 4時間44分

11 生きるコツ 姜尚中著 毎日新聞出版 2020 4時間58分

現代小説

12 影に対して　母をめぐる物語 遠藤周作著 新潮社 2020 7時間13分

13 銀の夜 角田光代著 光文社 2020 8時間31分

14 オルタネート 加藤　シゲアキ著 新潮社 2020 10時間24分

15 死の扉 小杉健治著 双葉社 2020 7時間26分

16 たかが殺人じゃないか　昭和２４年の推理小説 辻真先著 東京創元社 2020 11時間51分

17 ポラリスが降り注ぐ夜 李琴峰著 筑摩書房 2020 9時間10分

誕生と死。時間。途上の感覚。忘却の快感。声のひびき…。８８歳を迎えた詩人・谷川俊太郎が７０年に及ぶ詩作から自選し、書き下ろしを加
えた３１篇を収めた詩集。

期待しない。場所を取るものは送らない。優先順位を決めて諦める。人づきあいを無理しない。一番長持ちする「自分の使い方」。老いと死を
受け入れる…。作家・曽野綾子が人間の最期の時代について綴ったエッセイの集大成。

人生の曲折を経て、身の丈の豊かさによって叶えられる平穏な生活があることを発見した著者。７０歳を迎えた彼が綴った、「後半生」の生き
方論。

両親が別れた時、少年の取った選択は生涯ついてまわった－。完成しながらも未発表だった表題作をはじめ、“母”をめぐって書かれた作品全
７編を収録。

女子高時代に少女バンドでメジャーデビューをしたちづる、麻友美、伊都子。３５歳の今、欲しいのは生きる手応え。これからの人生に、あれ以
上興奮することはあるのだろうか…。

高校生限定のマッチングアプリが必須となった現代。東京の高校を舞台に、３人の若者の運命が、鮮やかに加速していき…。悩み、傷つきな
がら〈私たち〉が「世界との距離をつかむまで」を描く。

青年の死は「積極的安楽死」だったのか！？　担当医の起訴を悩む若き検事は、忌避してきた自身と過去と向き合うことになり…。長編検察ミ
ステリー。

昭和２４年、ミステリ作家を目指している風早勝利は、名古屋市内の新制高校３年生になった。そして夏休みの最中、２つの不可解な事件に遭
遇し…。１７歳の少年と那珂一兵が解き明かす、哀しき真実とは。『深夜の博覧会　昭和１２年の探偵小説』に続くシリーズ第２弾。

多様な性的アイデンティティを持つ女たちが集う二丁目のバー「ポラリス」。冴え冴えと輝く星に手を伸ばすように、魂の、身体の、触れあいを
求めて二丁目を訪れる女たちの７つの物語。気鋭の台湾人日本語作家による純恋小説。



18 火喰鳥を、喰う　KILL OR BE KILLED 原浩著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 8時間47分

19 口福のレシピ 原田ひ香著 小学館 2020 7時間19分

20 一橋桐子（７６）の犯罪日記 原田　ひ香著 徳間書店 2020 7時間4分

21 空洞のなかみ 松重　豊著 毎日新聞出版 2020 2時間59分

22 満月珈琲店の星詠み 望月麻衣著 文藝春秋 2020 4時間52分

時代小説

23 目利き芳斎事件帖　１　二階の先生 井伊和継著 二見書房 2020 7時間4分

24 銀閣の人 門井慶喜著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 12時間10分

25 幼なじみ 新・居眠り磐音 佐伯泰英著 文藝春秋 2021 7時間15分

26 天穹の船 篠綾子著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 2020 9時間39分

駆け出し料理研究家の留希子と老舗料理学校「品川料理学園」を経営する母と祖母。相容れない両者の間に実は隠された秘密があった。心
をほぐす家庭料理小説です。

わずかな年金と清掃のパートで細々と暮らす一橋桐子７６歳には貯金がない。ある日テレビで、収容された高齢受刑者が介護されている映像
を見た桐子は、「刑務所に入りたい」と願うように…。

物書き松重豊、誕生！軽妙洒脱な筆致で描かれる、演者の心象風景－。「取調室」「ガベル」など短編小説全１２編＋エッセイ全２５編を収録。

満月の夜にだけ現れる満月珈琲店では、猫のマスターと店員が客をもてなす。訪問客の星の動きを「詠む」マスター。悩める人々を星はどう導
くのか…

家を出て３年、湯島の道具屋「梅花堂」にお調子者の跡取り和太郎が帰ってきた。ところが帳場には千里眼と噂される鷺沼芳斎が座っていて
…。骨董の目利きだけでなく、謎解きに目がない芳斎が持ち込まれる謎を解き明かす事件帖。

銀閣寺東求堂にいまも残る“原点の部屋”「同仁斎」。日本家屋のスタンダードであり続けるこの四畳半の間に秘められた歴史とは？　孤独な
将軍足利義政の静かで苛烈な半生に迫る。

子供の頃から鰻捕りの名人で、深川で暮らすようになった磐音を支える少年と、幼馴染みで縫箔職人を目指すおそめの成長物語。

江戸末期、船大工の平蔵は異人であるロシア人の船を建造することになった。技術を盗むためと嫌々ながら造船に携わるが、彼らの温かい
心に触れ、平蔵は考えを改めていく。そんな中、彼らの命を狙う攘夷派が暗躍し始め…。

主人公のもとに太平洋戦争末期に戦死した大伯父の日記が届いた。その日を境に異常な出来事が起こり始める。第４０回横溝正史ミステリ
＆ホラー大賞受賞。



27 若殿八方破れ　１ 鈴木英治著 小学館 2020 8時間14分

28 女房を娶らば　花川戸町自身番日記　２ 辻堂魁著 祥伝社 2020 8時間29分

29 承継のとき 新・軍鶏侍　５ 野口卓著 祥伝社 2020 7時間58分

30 本所おけら長屋　１４ 畠山健二著 ＰＨＰ研究所 2020 5時間36分

31 武家の相続　本丸目付部屋　７ 藤木桂著 二見書房 2020 6時間5分

32 評定所留役秘録　５ 鷹は死なず 牧秀彦著 二見書房 2020 7時間12分

33 笊ノ目万兵衛門外へ　山田風太郎傑作選　江戸篇
山田風太郎著
縄田一男編

河出書房新社 2020 6時間48分

海外小説

34 理由のない場所
イーユン・リー著
篠森ゆりこ訳

河出書房新社 2020 4時間43分

子のいない目付筆頭・妹尾十左衛門の家に跡取りとなる養子がやってきた日、義弟が怪我をした武家の子供を連れてくる。しかし、記憶がな
い？ひょんなことから勘定方で行方不明の見習いと分かるのだが…。御家を継ぐことに翻弄される若侍と目付の活躍！

将軍家斉から白河１１万石の松平定信に奇妙な命令が下った。抜け荷で財をなす「不知火の百蔵」を捕らえ、その財を没収し、品川沖の御台
場建設の財源となせというのだ。定信によって郷士から旗本となった結城家が、その任を受けたのだが…。

大名からあつい信頼を得ながらも、壮絶な事件の果てに非業な最期を迎える同心を描いた表題作をはじめ、本能寺の変の第一報が敵方に
入っていた世界を描く「明智太閤」など、鬼才・山田風太郎の傑作短篇を収録。

今日も明日も、一週間後も一年後も、永遠に悲しい。あなたと話すために、この場所をつくることにした－。１６歳の息子が自殺した。母親は、
もう存在しない子供との対話を続け…。底なしの喪失感を実体験に基づいて描く。

「おけら長屋」の住人が娘のように思っているお糸の出産がいよいよ近づき、みな落ち着かない。辰次らは安産祈願として、大吉のおみくじを
お糸に贈ろうとするが、思わぬ事態が起こり…。「おみくじ」ほか全４篇を収録。

辛くも闇討ちから逃れた信州真田家跡取りの俊介。真相が明らかにならぬまま、今度は忠臣が殺された。筑後有馬家に関わる男の所行と分
かり、御法度である私情の仇討旅に出た若殿一行を待ち受けるのは？

南町奉行所の端女・お志奈が浅草花川戸町の裏店に帰ると、亭主の三太郎がなぜか旅支度中で、他国に行こうという。と、戸が激しく音をた
て、悪相の用心棒らが三太郎を引きたてていった。残された若い女房お志奈は…。

父岩倉源太夫、母みつから名を譲り受け、実子の幸司は三太夫となった。その元服を祝う剣友らとともに、三太夫は将来について語らい、胸
を膨らませる。だがその裏で、三太夫が剣術を指南する次席家老九頭目一亀の嫡男鶴松には悩みがあった。



35 素晴らしき世界　上・下
マイクル・コナリー著
古沢嘉通訳

講談社 2020 7時間47分

深夜勤務から署に戻った女性刑事バラードは、古い事件ファイルを漁っている男に気づく。男はロス市警を引退したボッシュで、ハリウッド分署
管内で発生した未解決事件の記録を内密に調べていて…。ハリー・ボッシュ・シリーズ。


